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事 務 連 絡 

令和 2年 11月 

 

糸満市介護認定審査会における審査会の簡素化について 

 

１ 介護認定審査会の簡素化について 

(1) 介護認定審査会の簡素化とは 

 認定調査等の内容が長期に渡り状態が変化していない者については、要介護度もまた

不変であるという蓋然性が高いことが想定されることから、介護認定審査会委員等の事

務負担の軽減を図るため、平成 30年 4月 1日以降、一定の要件を満たしているケースに

ついては「二次判定手続きの簡素化」が可能となりました。国が示す、基本的な要件等

は以下のとおりです。 

ア 対象者の要件（保険者は、必要に応じて要件を追加することができる） 

① 第１号被保険者であること 

② 要支援要介護更新申請であること 

③ 一次判定における要介護度が、前回認定結果の要介護度と同一であること 

④ 現在の認定有効期間が 12か月以上であること 

⑤ 一次判定における要介護度が「要支援２」又は「要介護１」である場合、状態

の安定性判定ロジックの判定結果が「不安定」でないこと 

⑥ 一次判定における要介護等認定基準時間が、一段階高い要介護度から３分以内

でないこと 

イ 審査判定の流れ 

 一般的な審査判定は、下記図の流れで行いますが、簡素化対象の審査判定は図の（Ａ）、

（Ｂ）、（Ｃ）を行わずに、介護認定審査会において簡素化予定者一覧の確認（Ｄ）を

していただいた上で、一次判定どおりの要介護度を審査判定結果とします。 
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資料作成 （事前配布）簡素化予定者一覧の確認 （Ｄ） 

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 
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２ 糸満市における要介護認定の現状 

(1) 要介護認定審査の推移 

  平成２８年度に更新申請の要支援については、認定有効期間を延長（１２か月から２４

か月）としたため、平成２９年度の審査件数が減少しています。平成３０年度以降は、認

定有効期間の延長（２４か月から３６か月）が可能となったことから、審査件数自体は減

少傾向にありますが、今後は、高齢者の増加に伴い増加が予想されます。 

審査会の回数については、平成２９年度から合議体を４から６に増やしたことにより

減少となっています。 

  令和２年度については、新型コロナウイルス感染症の影響により、審査件数、審査会開

催件数ともに減少を見込んでいますが、令和３年度以降については、新型コロナウイルス

感染症の状況次第にあり、これらの増減を予測するのは難しい状況にあります。 

 

(2) 審査事例の内訳 

  令和１年度の審査事例をみると、更新に係る審査が半数以上を占めています。介護認定

の状況区分については、大きな偏りは見受けられません。 
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(3) 要介護認定の一次判定の変更率 

  令和１年度に介護認定審査会で行った二次判定結果が一次判定結果から変更となった

割合をみてみると、要介護度が変更されていない割合が 95％以上となっています。 

 

 

(4) 簡素化対象となる認定申請件数 

  令和１年度の実績から簡素化対象となるケースの全体の認定申請件数に占める割合は、 

 以下の通りとなっています。 
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３ 糸満市介護認定審査会における審査の簡素化（案）について 

(1) 簡素化の目的 

   今後、要介護・要支援認定者数が増加し続けることを見据え、認定審査会の負担軽減

を図ることを目的とする。 

(2) 簡素化の対象者 

 

 

 

国（平成 30年 4月 1日より適用） 

※介護認定審査会の運営について（平成 21 年 9月

30 日老発 0930第 6 号厚生労働省老健局長通知） 

糸満市 

（令和 3年 4月 1日から適用予定） 

① 審査対象者が、介護保険法第7 条

第3 項第1 号または同条第4 項第1 

号に定める者であること 

② 介護保険法第28 条に定める要介護

更新申請又は第33 条に定める要支

援更新申請であること 

③ 一次判定（４の2）の(1)に定める「一

次判定の修正・確定」を行う前のも

の。以下本項において同じ。）にお

ける要介護度が、前回認定結果の

要介護度と同一であること 

④ 現在の認定有効期間が12か月以上

であること 

⑤ 一次判定における要介護度が「要支

援２」又は「要介護１」である場合、別

紙２－３の表９に定める状態の安定

性判定ロジックの判定結果が「不安

定」でないこと 

⑥ 一次判定における要介護認定等基

準時間が、次のいずれにも含まれな

いこと 

・ 29 分以上32 分未満 

・ 47 分以上50 分未満 

・ 67 分以上70 分未満 

・ 87 分以上90 分未満 

・ 107 分以上110 分未満 

① 同左 

 

 

② 同左 

 

 

③ 同左 

 

 

 

 

④ 同左 

 

⑤ 一次判定における要介護度が「要支

援２」又は「要介護１」でないこと。 

 ※本市、独自の追加項目 

 

 

⑥ 同左 

 

 

 

 

 

 

 

以下、本市独自の追加項目（予定） 

⑦ 審議を要する認定調査の特記事項

（認定調査員が判断に迷った事項）が

ないもの 

※審査の簡素化導入試行期間を経て、各

委員から意見等を聴取した上で決定しま

す。 
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(3) 導入スケジュール 

 認定審査会を簡素化する場合においては、簡素化を実施したケースであっても保険者

として認定結果に責任を負うことから、あらかじめ審査会委員に簡素化要件や簡素化方

法について十分な周知と理解を得たうえで実施する必要があり、以下の手順で、認定審

査会の簡素化を進めていきます。 

① 各合議体へ簡素化導入説明会の実施（令和 2年 12月～令和 3年 1月） 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、全体会は実施せず、各合議体審査会終了

後に説明会を行います。 

② 審査の簡素化試行期間（令和 3年 1月～令和 3年 3月） 

試行期間では、項目(2)の対象要件をもとに簡素化予定者を選定し、簡素化予定者で

あることをふせた上で通常の審査を行います。そのなかで、新たに判明する課題など

各委員から意見等を聴取しながら運用の見直しを図ります。 

③ 糸満市介護認定審査会簡素化実施要領（案）について（令和 3年 3月） 

試行期間を経て、実施要領（案）について説明します。 

④ 審査の簡素化開始予定日（令和 3年 4月 1日） 

令和 3年 4月 1日以降の介護認定審査会で審査するものから適用します。           

(4) 簡素化対象者の認定審査会開催手順 

 令和 3 年 4 月 1 日（審査の簡素化開始予定日）以降の、簡素化対象者における認定審

査会開催手順は、次のとおりです。 

① 事前準備 

簡素化対象者については「簡素化予定者一覧」のみを、簡素化不可の審査資料分と

あわせて事前に配布します。 

    

 簡素化対象可否 

簡素化 可 簡素化 不可 

事前配布資料 

・簡素化予定者一覧 ・一次判定結果 

（認定審査会対象者一覧） 

・主治医意見書の写し 

・特記事項の写し 

 

② 審査及び判定 

   簡素化対象者の審査判定については、次のとおり実施します。 

a 簡素化対象者を「簡素化予定者一覧」により確認します。 

b 要介護度は、一次判定結果どおりの審査判定結果とします。 

c 認定有効期間は、更新申請の設定可能な認定有効期間の最大期間とします。 

 

 

 

以上 


